
（2）平成３０年４月１日発行 群馬県議会だより
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代
表
質
問

　
　
　
　
　
◎
企
業
誘
致
に
向
け
た
ワ
ン
ス
ト
ッ

　
　
　
　
　
プ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

自
由
民
主
党
　
井
田
　
泉

産
業
団
地
開
発
に
向
け
た
市
町
村
の
課
題
解

決
の
た
め
、
県
の
支
援
が
必
要
と
思
う
が
、

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

関
係
市
町
村
の
要
望
を
受
け
て
、
企
業
誘
致

推
進
室
が
中
心
と
な
り
設
備
投
資
促
進
プ
ロ

グ
ラ
ム
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
調
整
に
あ
た
り
、
県
庁
内

関
係
各
課
が
一
堂
に
会
す
る
こ
と
で
、
都
市
計
画
、

農
林
調
整
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
な
ど
の
課
題
解

決
に
向
け
た
よ
り
良
い
方
策
を
検
討
し
、
早
期
事

業
化
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。
新
年
度
で
は
、

個
別
相
談
や
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
随
時
開
催

し
、
一
層
の
早
期
事
業
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
　
　
　
◎
市
街
地
に
お
け
る
野
生
鳥
獣
被
害

　
　
　
　
　
対
策
に
つ
い
て

自
由
民
主
党
　
臂
　
泰
雄

市
街
地
に
お
け
る
野
生
鳥
獣
の
出
没
に
伴
う

人
身
被
害
の
現
状
と
課
題
、
課
題
へ
の
対
応

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

市
街
地
で
の
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
人
身
被
害
は

こ
の
３
年
間
に
高
崎
市
、
桐
生
市
、
太
田
市
、

安
中
市
、
大
泉
町
で
計
７
件
発
生
し
て
お
り
、
生

息
地
か
ら
の
侵
入
を
防
ぐ
出
没
抑
制
と
出
没
時
の

適
切
な
対
応
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
隠
れ
場
所
等
の
解
消
を
目
指
し
立
木

の
伐
採
や
除
草
、
追
い
払
い
や
捕
獲
方
法
の
研
修

の
実
施
を
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
イ
ノ
シ
シ
等

を
市
街
地
に
「
出
没
さ
せ
な
い
」
「
定
着
さ
せ
な

い
」
こ
と
を
念
頭
に
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
　
　
　
◎
県
内
各
産
業
の
人
手
不
足
解
消
に

　
　
　
　
　
向
け
た
県
の
施
策
に
つ
い
て

リ
ベ
ラ
ル
群
馬
　
角
倉
　
邦
良

平
成
30
年
度
予
算
で
は
人
手
不
足
解
消
と
賃

金
ア
ッ
プ
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
な
対
策
が

と
ら
れ
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
の
促
進
を
は
じ
め
、
ジ
ョ

ブ
カ
フ
ェ
ぐ
ん
ま
で
行
っ
て
い
る
若
者
・
女

性
・
中
高
年
齢
者
の
就
職
支
援
や
、
企
業
の
働
き

や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
を
呼
び
か
け
る
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
の
作
成
、
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
等
を
引
き
続

き
実
施
し
ま
す
。
新
た
に
、
商
工
団
体
等
で
中
小

企
業
の
経
営
指
導
・
相
談
を
行
う
方
を
対
象
に
「
働

き
方
改
革
実
践
研
修
会
」
を
開
催
し
、
県
内
企
業

が
行
う
女
性
や
シ
ニ
ア
等
に
も
働
き
や
す
い
職
場

環
境
づ
く
り
の
支
援
を
強
化
す
る
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
◎
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

公
明
党
　
水
野
　
俊
雄

現
在
、
県
立
大
学
の
公
立
大
学
法
人
化
が
進

め
ら
れ
て
い
る
が
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
推

進
な
ど
に
よ
り
、
女
子
大
学
の
魅
力
を
更
に
高
め

て
い
く
べ
き
と
考
え
ま
す
が
ど
う
で
す
か
。

本
学
は
、
こ
れ
ま
で
各
種
公
開
授
業
・
公
開

講
座
を
開
催
し
て
い
る
ほ
か
、
「
社
会
人
特

別
選
抜
」
や
、
「
科
目
等
履
修
生
・
聴
講
生
」
制

度
も
設
け
て
い
ま
す
。
今
後
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育

に
よ
る
学
び
直
し
の
ニ
ー
ズ
は
ま
す
ま
す
高
ま
る

と
考
え
て
お
り
、
こ
う
し
た
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ

と
は
、
社
会
貢
献
活
動
の
一
つ
に
な
り
得
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
県
民
や
企
業
の
期
待
に
応
え
、
日

本
一
魅
力
あ
る
女
子
大
学
と
な
る
よ
う
努
め
ま
す
。

注
１
　
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
：
社
会
に
出
て
か
ら
も
学
校
で

学
び
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
習
を
続
け
る
教
育

　
　
　
　
　
◎
所
有
者
不
明
土
地
へ
の
対
応
に
つ

　
　
　
　
　
い
て

自
由
民
主
党
　
大
手
　
治
之

所
有
者
不
明
土
地
の
現
状
と
現
行
制
度
で
の

対
応
や
、
国
で
検
討
さ
れ
て
い
る
新
制
度
に

つ
い
て
、
ど
う
考
え
る
の
か
伺
い
ま
す
。

所
有
者
不
明
土
地
の
存
在
で
用
地
の
取
得
に

支
障
が
生
じ
て
い
る
案
件
は
現
在
12
件
あ
り
、

現
行
制
度
で
対
応
す
る
場
合
、
事
業
認
定
や
裁
決

の
収
用
手
続
等
に
多
く
の
時
間
・
労
力
及
び
費
用

を
要
し
ま
す
。
国
の
新
制
度
で
は
、
事
業
へ
の
反

対
者
が
い
な
い
こ
と
や
建
築
物
が
な
く
現
に
利
用

さ
れ
て
い
な
い
土
地
に
限
っ
て
、
県
知
事
の
裁
定

で
土
地
の
権
利
を
取
得
で
き
る
な
ど
、
用
地
取
得

期
間
が
２
か
月
程
度
短
縮
さ
れ
ま
す
。
こ
の
制
度

を
積
極
的
に
活
用
し
な
が
ら
公
共
事
業
の
推
進
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
◎
無
期
雇
用
へ
の
転
換
に
係
る
５
年

　
　
　
　
　
ル
ー
ル
の
周
知
徹
底
に
つ
い
て

日
本
共
産
党
　
酒
井
　
宏
明

申
込
権
発
生
を
前
に
し
た
雇
い
止
め
防
止
の

た
め
、
関
係
機
関
へ
の
周
知
徹
底
や
労
働
者

へ
の
相
談
会
開
催
で
「
５
年
ル
ー
ル
」
を
周
知
徹

底
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

群
馬
労
働
局
に
よ
る
周
知
・
啓
発
に
加
え
、

県
で
も
、
事
業
主
等
が
参
加
す
る
セ
ミ
ナ
ー

や
、
県
関
係
施
設
の
窓
口
で
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配

布
に
よ
る
周
知
の
ほ
か
、
県
所
管
の
出
資
法
人
、

関
係
団
体
等
に
対
し
て
も
周
知
を
図
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
県
内
労
働
相
談
機
関
の
相
談
員
か
ら

な
る
「
労
働
相
談
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
に
お
い

て
、
研
修
や
事
例
検
討
を
行
い
ル
ー
ル
の
理
解
を

深
め
、
相
談
体
制
の
強
化
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
　
　
　
◎
再
犯
防
止
推
進
計
画
の
策
定
に
つ

　
　
　
　
　
い
て

自
由
民
主
党
　
大
和
　
勲

ど
の
よ
う
な
考
え
で
策
定
す
る
の
で
す
か
。

ま
た
、
策
定
に
向
け
連
絡
会
議
を
立
ち
上
げ

る
と
の
こ
と
で
す
が
、
構
成
メ
ン
バ
ー
や
人
数
、

策
定
完
了
時
期
は
ど
う
で
す
か
。

犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
が
ス
ム
ー
ズ
に
社
会

復
帰
で
き
る
よ
う
、
職
業
訓
練
・
就
労
相
談
・

住
宅
確
保
・
保
健
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、

総
合
的
に
生
活
を
支
援
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

連
絡
会
議
の
構
成
メ
ン
バ
ー
は
、
保
護
観
察
所
や

刑
務
所
、
少
年
院
、
更
生
保
護
団
体
、
就
労
を
支

援
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
県
の
福
祉
や
住
宅
に
関
す

る
所
属
な
ど
30
名
程
度
で
、
平
成
30
年
度
末
を
目

途
に
策
定
を
完
了
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
◎
中
学
校
の
部
活
動
に
つ
い
て

そ
う
ぞ
う
ぐ
ん
ま
　
井
田
　
泰
彦

適
正
な
部
活
動
の
実
施
に
は
、
適
切
な
休
養

日
等
の
設
定
が
有
効
と
考
え
ま
す
が
、
国
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
受
け
、
ど
の
よ
う
に
学
校
に
周

知
し
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

本
県
で
は
、
教
職
員
の
多
忙
化
解
消
に
向
け

た
協
議
会
を
開
催
し
、
適
正
な
部
活
動
の
あ

県
内
で
局
地
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
県
内

消
防
の
連
携
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、
現
状

と
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

県
内
で
局
地
災
害
が
発
生
し
、
被
災
地
を
管

轄
す
る
消
防
本
部
の
消
防
長
が
、
自
ら
の
消

防
力
で
は
対
処
が
困
難
と
判
断
し
た
場
合
に
、
協

定
に
基
づ
き
県
内
の
消
防
本
部
に
応
援
を
要
請
し

ま
す
。
今
回
の
本
白
根
山
の
噴
火
災
害
で
は
、
吾

妻
広
域
消
防
本
部
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
、
県
内

全
消
防
本
部
か
ら
救
急
隊
や
救
助
隊
な
ど
21
隊
が

出
動
し
ま
し
た
。
今
回
の
噴
火
災
害
を
踏
ま
え
、

今
後
、
各
消
防
本
部
と
協
議
・
検
討
し
、
県
内
消

防
の
連
携
体
制
の
充
実
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
　
　
　
◎
高
校
中
退
者
に
対
す
る
支
援
に
つ

　
　
　
　
　
い
て

群
誠
会
　
本
間
　
惠
治

高
校
中
退
者
は
、
学
校
の
支
援
も
な
く
進
路

決
定
等
が
困
難
に
な
る
と
考
え
ま
す
。
高
校

中
退
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

平
成
27
年
７
月
か
ら
県
内
高
校
の
協
力
を
得

て
、
自
立
を
後
押
し
す
る
取
組
を
進
め
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
61
人
に
対
し
、
情
報
提
供
や
支

援
機
関
へ
の
橋
渡
し
等
を
行
っ
た
結
果
、
約
半
数

が
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ひ
き
こ
も
り
に
な
っ
て
い
る
子
ど
も
に
は
、
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
が
直
接
本
人
や
保
護
者
の
元
へ
出
向
き

相
談
に
応
じ
る
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
30

年
度
は
、
進
路
が
決
ま
ら
な
い
ま
ま
中
学
校
を
卒

業
す
る
子
ど
も
を
訪
問
支
援
の
対
象
に
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
◎
群
馬
県
交
通
ま
ち
づ
く
り
戦
略
に

　
　
　
　
　
お
け
る
公
共
交
通
に
つ
い
て

自
由
民
主
党
　
須
藤
　
昭
男

群
馬
県
交
通
ま
ち
づ
く
り
戦
略
に
お
け
る
公

共
交
通
に
つ
い
て
交
通
弱
者
対
策
や
観
光
誘

客
の
観
点
か
ら
、
知
事
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

人
口
減
少
と
少
子
化
が
進
み
、
公
共
交
通
が

衰
退
す
る
と
、
自
動
車
を
運
転
で
き
な
い
県

民
の
移
動
手
段
が
な
く
な
る
こ
と
や
、
約
８
割
の

観
光
客
が
１
箇
所
の
観
光
地
し
か
立
ち
寄
っ
て
い

な
い
な
ど
課
題
も
あ
り
ま
す
。
交
通
ま
ち
づ
く
り

戦
略
で
は
、
自
動
車
以
外
の
移
動
手
段
も
選
択
で

き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
、
市
町
村
や
交
通
事
業

者
と
連
携
し
、
公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
を
図
る

り
方
に
つ
い
て
、
提
言
を
受
け
ま
し
た
。
県
教
育

委
員
会
で
は
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
県
の
協
議

会
の
提
言
を
踏
ま
え
、
部
活
動
に
係
る
方
針
を
策

定
し
ま
す
。
市
町
村
教
育
委
員
会
は
県
の
方
針
を

参
考
に
方
針
を
策
定
し
、
校
長
は
そ
の
方
針
に
則

り
具
体
的
な
活
動
方
針
を
作
成
し
ま
す
。
関
係
者

全
て
の
共
通
理
解
と
連
携
の
も
と
適
正
な
部
活
動

の
実
施
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
◎
農
振
除
外
の
審
査
に
つ
い
て

自
由
民
主
党
　
岩
上
　
憲
司

農
振
除
外
の
審
査
は
、
事
務
処
理
に
時
間
を

要
す
る
案
件
を
次
回
受
付
分
に
回
す
な
ど
し

て
迅
速
化
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
11
市

で
処
理
日
数
が
３
０
０
日
を
超
え
て
い
ま
す
。
審

査
の
迅
速
化
へ
の
取
組
を
伺
い
ま
す
。

今
年
度
は
市
町
村
の
農
業
振
興
地
域
整
備
計

画
の
見
直
し
な
ど
が
あ
り
、
事
務
処
理
に
長

い
時
間
を
要
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
農
振
除

外
の
事
務
処
理
は
、
多
く
の
市
町
村
が
年
２
回
受

け
付
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
約
半
年
間
を
目
安
に

処
理
を
行
う
こ
と
が
基
本
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
手
続
き
の
迅
速
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

今
後
も
市
町
村
と
の
連
携
を
密
に
し
、
更
に
審
査

の
迅
速
化
に
徹
底
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
◎
高
齢
運
転
者
の
円
滑
な
高
齢
者
講

　
　
　
　
　
習
の
た
め
の
取
組
に
つ
い
て

清
風
　
伊
藤
　
清

高
齢
者
が
、
高
齢
者
講
習
を
円
滑
に
受
講
で

き
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
行
っ
て

い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

高
齢
者
講
習
制
度
の
改
正
を
受
け
て
、
担
当

職
員
の
２
名
増
員
・
専
用
電
話
の
設
置
に
よ

り
相
談
や
問
合
せ
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
予
約
が

取
れ
な
い
方
に
は
受
講
可
能
な
自
動
車
教
習
所
の

紹
介
、
免
許
更
新
日
が
差
し
迫
っ
て
い
る
方
に
は
、

総
合
交
通
セ
ン
タ
ー
で
認
知
機
能
検
査
や
高
齢
者

講
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
予
約
や
講

習
の
効
率
的
な
実
施
に
努
め
る
と
と
も
に
、
早
め

の
受
検
・
受
講
を
呼
び
か
け
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
◎
局
地
災
害
時
に
お
け
る
県
内
消
防

　
　
　
　
　
の
連
携
に
つ
い
て

自
由
民
主
党
　
穂
積
　
昌
信

平
成
30
年
２
月
23
日
、
26
日
、
28
日
、
３
月
１
日

に
開
催
さ
れ
た
質
疑
及
び
一
般
質
問
で
は
、
次
の

議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
質
疑
及
び
一
般
質
問
の
映
像
は
こ
ち
ら

QAQ

Q

A

QQQ AAA

QA

Q

QA

QA A Q A

Q AAQA

○
質
疑
及
び
一
般
質
問
の
中
か
ら
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

注
１


